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項 目 要  約 

１．研究の概要 破壊制御技術は、設計想定を超える極限荷重の発生時に、被害の

小さい壊れ方を先行させることによって荷重やエネルギーを低減

させ、破局的な壊れ方を避けることを目指す新しい技術である。こ

れを応用して、第４層に相当する極限状態に対して冷却機能や閉じ

込め機能の喪失に繋がる大規模バウンダリ破壊を防止する広義の

構造設計法を開発することを目的として、以下の研究開発を行う。 

１）高温・高圧時破壊制御技術

２）過大地震時破壊制御技術

３）大規模バウンダリ破壊防止法の提案

２．総合評価 
Ａ

・原子力の安全性に対する新しい考え方が示され、設計基準外事象

に対する構造強度ガイドラインを提案するなど、新規性のある成

果が得られたと評価ができる。

・得られた成果を高速炉プラントの設計に適用できるよう、今後、

高温高圧時の破壊制御に関するデータが蓄積されることに期待

したい。

・原子力の分野ではこれまで保守的な評価がなされており、新しい

考え方をどのように展開していくかが課題となる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


